
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

日 曜 行 事 予 定 

4 火 希望保育 

5 水 通常保育開始（2・3号） 

7 金 布団持ち帰り日（ひよこ・こあら組） 

10 月 成人の日 

11 火 
1号認定 3学期始業式 

ひよこ・こあら・ぱんだ・きりん組希望者個別懇談会（～14 日） 

13 木 身体測定 

14 金 
とんど焼き 

布団持ち帰り日（ぱんだ組） 

17 月 うさぎ組希望者個別懇談会（～21日） 

20 木 誕生会 

21 金 布団持ち帰り日（うさぎ組） 

24 月 避難訓練 

25 火 お弁当日 

27 木 
第 2回登校体験・東小 1年生学年発表見学（ぞう組） 

保育参観日（ひよこ・こあら・ぱんだ・うさぎ組）石生新町・大崎・地頭 

28 金 

保育参観日（ひよこ・こあら・ぱんだ・うさぎ組）領町・南町・北野・稲継 

横田・本郷・市辺・サンコーポ・地区外 

布団持ち帰り日（きりん組） 

めざす子ども像 

・自然に親しむ子 

・友だちを大切にする子 

・外で元気に遊ぶ子 

R4年 1月 5日 

認定こども園いくさと 

☎(８２)４３８０ 

昨年の１月号で『今また第３波の流行の真っただ中です。「変異した新型コロナウイル
ス」のニュースも流れてきています。』と書きました。１年経った今は第５波がおさま
り、デルタ株からオミクロン株への出現のニュースが流れています。COVID-19 によ
り亡くなられた方は、１万８３９６人（12/22 現在）となっています。しかしもっと
驚くのが、自死された方の数が、令和 2 年令和 3 年と、いずれも年間 2 万人を超えて
いるということです。あらためて、命の大切さ・人とのつながりの大切さを感じると同
時に、『私たちは生まれ直すことができない、己の身を正しく使い直すことはできる。』
ということを思い知らされます。 
丹波市小学校校長会の研修（7/14）で園小連携というテーマで話をする機会があり

ました。『園小連携は「ゼロからのスタートじゃない」というところからのスタートで
す』という演題で話しました。言い換えると「一人ひとりが、幼児期にたっぷりと学ん
できている」ことを知る必要があるということです。つまり、一人ひとりが、どのよう
に、どのくらい学んできているのかを知る。そのためには何をすればよいか。それは子
どもを取り巻く（関わっている）ところから情報を得るしかないのです、と話しました。
違う角度から言うと、「子どもの『考えないスイッチ』を入れないということです。」言
い換えると「『小学校では先生に指示されたことに従えばいい』と思わせないでほしい。」
ということなのです。各小学校の先生たちは、幼児教育で培った力をさらに伸ばす教室
づくりやクラス経営、学校づくりを行う必要性を痛感されています。私たちはお互いに
リスペクトしながら、「油断なく人事を尽くし」、さらに子ども達のために邁進していき
たいと考えています。本年もよろしくお願いいたします。 

＊ふれあいの日…8日・15日・22日・29日 

＊貯金口座引落日（ＪＡ・中信）・・27日 

      とんど焼きについて 

一年間、健康で過ごせますようにという願いを込めて、正月用飾りなどを燃やしたり、
由来を聞いたりして伝統行事に触れたいと思います。 

      通園バスの運行について 

積雪、凍結等、道路事情によりバスの送迎が遅れたり、運行できなかったりする場合

がありますがご了承ください。運行できない場合は、よい子ネットでお知らせします。 

      雪遊びの準備について 

雪が降って雪遊びが出来そうな日は、ジャンパーを着用し、長靴を履いて登園してく

ださい。又、着替え（服・ズボン・靴下等）手袋を、名前を書いたレジ袋に入れて、持っ

てきてください（全ての物に記名し、ジャンパーは襟後ろにひもを付けて、フックに掛けら

れるようにしてください）。雪が降っていなくても寒い日はジャンパーを着用してもらっ

ても結構ですが、活動しやすいように、薄手の物にしてください。 

      職員の人事について 

  1月より永田真理保育教諭が病気療養より復帰し、ぱんだ 1組の見谷あきら保育教諭

が産休に入ります。 

お知らせとお願い 

2 月・3 月の予定（保護者参加の行事） 
2/18（金）  生活発表会（きりん・ぞう組） 

東小学校入学説明会（ぞう組保護者） 

2/26（土）  入園説明会（令和 4年度新入園児） 

3/ 1（火）  第 3回登校体験・体験入学（ぞう組） 

3/18（金） 卒園式（ぞう組） 


